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1 環境中の汚染物質（PM2.5, PPCP）の測定分析 

・ 水環境中の医薬品分析法について 

・ PM2.5 の測定方法について 

ムラタ計測器サービス（株） 

 

 

新たな環境汚染物質として水環境中の医薬品成分（PPCP）が注目されている。また、

大気環境中の微小粒子状物質（PM2.5）については、新たに環境基準が設定されたところ

である。これら汚染物質の測定・分析法について、当社での取り組みを紹介する。 

 

・近年、医薬品や化粧品などの我々が日常使用している化学物質が水環境中から検出され、

新たな環境汚染物質として注目を集めている。これらの物質は生理活性作用を持つものが

多く、水環境中に存在することで生物への影響が懸念されている。そこで当社では、水環

境中の医薬品汚染実態を把握する手段として LC-MS/MS による多成分同時分析法の検討

を行ったのでこれを報告する。 

 

・大気環境中の PM2.5 の実態を把握するためには、質量濃度だけではなく、その成分組成

を把握することが重要である。当社では、PM2.5 の成分組成を精度よく分析することがで

きるように工夫された新型のサンプラーを開発した。PM2.5 の調査手法と新型サンプラー

の特徴について紹介する。 

 



 

 



 

 


